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いう形で行われた。その際、思想家の側から見れば、彼がとる「言説j の位置が、異質な f言説j を読み解く解読コ
ードを与え、移入可能な概念を限定することになる。本論文は、横井小補『閤是三論~ (1860)、福沢諭吉『学問のす
すめ~ (1873) 、加藤弘之『真政大意~ (1870) 、『人権新説~ (1882) 、商照『百一新論~ (1874)、矢野文雄『人権新説
駁論~ (1882) 、植木枝蟻『天賦人権弁~ (1883)等々のテクストを間テクスト的に検討し、商洋思想、の受容の前後に
おいて、日本の諸「言説Jの規則性にどのような転換が超こり、さまざまな言表において、使用される概念や対象領
域の転換、移行、変化といった領野がどのように切り開かれたかを、犀利に分析している。その際、①新たな概念の
生成、②ある概念の使用頻度の増加、③概念の意味の転換、@概念の価値の転換というところで、使用される概念の
規則性の転換、移行、変化が極めて論理的・分析的に捉えられている。
一例をあげれば、西洋菜子議思想、の中心概念である「自由の権利Jの移入においては、例えば福沢は所有権や社会の
人間関係を売買関係から見る見方に接続させて「自由の権利」の概念を移入しようとする。まず、加藤は、市場主義
的言説における「欲望j と f自由」の概念を結びつける。しかし、加藤においてはこうして受け入れられた「自由の
権利j概念が祖徳学の政治に組み込まれることによって、人民の「自由の権利Jを関家に統括させる結巣、そこから
は国家を超える普遍般を持ったものとしての「自由jの位置づけは見えてこない。さらに、西は「君臣の義」の「義J
の概念を二分割し、そこに f権利」の概念を忍び込ませる。このことによって、それまでは「義Jとしてのみ捉えら
れていた人間関係を「義j と「権利」の関係として見るということになる。このように西洋啓蒙思想の「自由の権和j
? 。
という概念と出会ったとき、明治初期の思想家たちはそれがそれぞれの位置する のどこに実定性を持っか、
既存の諸言説の概念のネットワークのどこに位置するかを示さなければならなくなる。かれらはテクストの生産にお
いてそれぞれが位置する言説編制に条件付けられて、それぞれの「自由の権利J概念を日本の言説空間に作り出して
行ニくことになる。
このように、本論文がとった方法によって、日本における西洋思想、受容の歴史研究がいっそうゆたかなものになっ
たことは間違いない。明治期の思想、における「受容Jを、「言説JIテクストj の生産を条件付けているものという視
点から見るには、いっそう幅広いテクストを検証する必要があるが、それは今後の課閣とすることができょう。以上
のように、本論文は博士(言語文牝学)の学位請求論文としてふさわしい成巣を、十分にあげているものと評価でき
る。
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